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参考資料 

1. 定禅寺通エリア活性化の取り組みの経緯 

1.1 本市のこれまでの取り組み 

本市では、近年、都心部の人の流れと賑わいが仙台駅周辺へ集中する傾向にあること等を背

景として、都心の重要な拠点の１つである定禅寺通エリアの魅力を高めることで都心全体の回

遊性向上と活性化を図るため、平成 29 年より定禅寺通エリアの活性化に向けた取組みを開始

しました。  
平成 30 年 10 月には、地域の方々を中心とした「定禅寺通活性化検討会」（以下、「検討会」

という。）が設立され、仙台商工会議所と共に本市（定禅寺通活性化室）が事務局を担い、検討

会における議論や取組みの支援を行いました。令和元年及び令和 3 年には、道路空間の利活用

によるにぎわいや憩いの場づくりの検討を行うため、車線規制を伴う社会実験を本市と検討会

の共催で実施しました。  
また、勾当台・定禅寺通エリアにおいては、本庁舎建替えや勾当台公園の再整備等の検討も

進む中、エリアでの個々の取り組みが結び付いた一体的な「面」としての魅力向上を図るた

め、有識者による「勾当台エリアビジョン策定検討懇話会」を設置して検討を行い、「勾当台・

定禅寺通エリアビジョン」を令和 3 年 5 月に策定しました。  
令和 4 年度には、歩行者利便増進道路（ほこみち）制度を活用して、定禅寺通および稲荷小

路の一部をほこみちに指定し、民間主体による道路空間の利活用を開始しています。  
（主な取り組み）  
 平成 29 年 4 月 

 
 令和元年 10 月  
 令和 3 年 5 月 
 令和 3 年 8～9 月  

 
 令和 4 年 7 月 

定禅寺通活性化室（係相当※）の設置  
※平成 30 年度からは課相当  
道路空間利活用社会実験「定禅寺通ストリートパーク ’19」実施  
「勾当台・定禅寺通エリアビジョン」を策定  
大規模社会実験「JOZENJI STREET STREAM」実施  
（検討会と共催）  
歩行者利便増進道路（ほこみち）に指定  
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「勾当台・定禅寺通エリアビジョン」では、公・民が共有する「まちづくりの理念」と、

本市としての「施策や取り組みの方向性」が示されています。  

 
図 勾当台・定禅寺通エリアと他のエリアとの関係性のイメージ 

（出典：勾当台・定禅寺通エリアビジョン（仙台市）） 

 
図 公共施設・公共空間を活かしてまちづくりに取り組む場所のイメージ 

（出典：勾当台・定禅寺通エリアビジョン（仙台市）） 
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1.2 地域におけるこれまでの取り組み 

定禅寺エリアに関係する町内会や沿道地権者等を中心とした「定禅寺通活性化検討会」が平

成 30 年 10 月に設立され、定禅寺通エリアの将来像とその実現に向けた取り組みについて継続

的に検討しながら、市民参加型シンポジウムや道路空間利活用の日常化等に向けた社会実験等

が行われてきました。令和 4 年 3 月には定禅寺通エリアの関係者が将来のまちづくりの方向性

を共有し、その実現を目指し取り組んでいくための指針として「定禅寺通エリアまちづくりビ

ジョン 2030（まちづくり基本構想）」を策定し、新たなエリアマネジメント推進体制（定禅寺

通街づくり協議会・一般社団法人定禅寺通エリアマネジメント）」に、基本構想と今後のまちづ

くりを引き継ぎ、検討会は同 5 月に解散しました。 
（主な取り組み）  
 平成 30 年 10 月 
 令和元年 10 月  
 令和 3 年 8～9 月  

 
 令和 4 年 3 月 
 
 令和 4 年 5 月 

定禅寺通活性化検討会設立  
道路空間利活用社会実験「定禅寺通ストリートパーク ’19」実施  
大規模社会実験「JOZENJI STREET STREAM」実施  
（仙台市と共催）  
定禅寺通エリアまちづくりビジョン 2030（まちづくり基本構

想）策定  
定禅寺通活性化検討会解散  

 

 
図 定禅寺通パブリックミーティング vol.1 

（令和元年 6 月） 

 
図 定禅寺通ストリートパーク’19 

（令和元年 10 月） 
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定禅寺通エリアまちづくりビジョン 2030（まちづくり基本構想）  
基本構想は、定禅寺通エリアの関係者が将来のまちづくりの方向性を共有し、その実現

を目指し取り組んでいくための指針として令和 4 年 3 月に策定されました。  
まちづくりの理念と目指す街の姿、それを実現するための段階的な道路空間の再構成に

よる「ひと中心の空間づくり」を掲げ、エリアの特徴を生かしたまちづくりの考え方や、

実現に向けた 4 つのエリアブランディング戦略等がまとめられています。  

 

  
図 まちづくりの理念と目指す街の姿  

 

 
図 「目指す街の姿」を実現するためのまちづくりの空間像  



 

45 
 

 
図 「ひと中心の空間づくり」のステップ  

 

図 定禅寺通エリアの特徴を生かしたまちづくり 

 
図 4 つのエリアブランディング戦略  

（出典：定禅寺通エリアまちづくりビジョン 2030） 
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1.3 官民連携による取り組み 

仙台市と検討会の共催により、車線削減による交通への影響と、道路空間の利活用の日常化に

向けた効果や課題等を調査するため、定禅寺通の車線を一部削減し、拡張した歩行者空間を利活

用する大規模な社会実験「JOZENJI STREET STREAM」を実施しました（令和 3 年 8 月 20 日

（金）～9 月 7 日（火））。  

 
図 大規模社会実験車線規制図  

 
公共空間の利活用は、新型コロナウイルス感染症のまん延防止等重点措置の適用に伴い、酒

類の提供を取りやめるなど内容を縮小してスタートしましたが、会期中に緊急事態措置区域に

追加されたことを受け、8 月 27 日以降は出店イベントを中止するなど規模をさらに縮小しまし

た。 

   
図 JOZENJI STREET STREAM チラシ（中止状況掲載）  
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大規模社会実験における調査結果  
1) 自動車交通への影響  

 自動車交通量は社会実験前と比べて大きな変化はなく、交差点需要率も目安となる数値

を超えるような変化はなかったことから、社会実験の車線規制による自動車交通への影

響はほとんど生じなかったと言える結果が得られています。なお、コロナ禍による影響

を踏まえても、交差点需要率が目安となる数値を超える交差点は確認されませんでし

た。 

 

 

図 0-1 自動車交通量調査結果（定禅寺通）  

（出典：令和 3 年度定禅寺通大規模社会実験各種調査結果（仙台市）） 

 
図 交差点解析結果（交差点需要率）  

（出典：令和 3 年度定禅寺通大規模社会実験各種調査結果（仙台市））  
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2) 歩行者・自転車交通への影響  

 歩行者・自転車交通量に大きな変化は見られませんでしたが、中央緑道では出店イベン

トが行われた日の歩行者の通行量が増加しました。 

 車道に自転車走行空間を設けることで、自転車の車道走行は増加しましたが、錯綜はほ

とんど見られませんでした。また、安全性に関する肯定的な意見や否定的な意見、自転

車利用者の交通ルール・マナー違反を指摘する意見等が挙げられました。 

 

 
図 歩行者交通量調査結果（国分町通周辺）  

（出典：令和 3 年度定禅寺通大規模社会実験各種調査結果（仙台市）） 

 

図 自転車走行空間ビデオ観測結果（平日）  

（出典：令和 3 年度定禅寺通大規模社会実験各種調査結果（仙台市））  
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3) アンケート結果  

 アンケート調査では、歩行者空間拡大・歩道の利活用について肯定的な意見が多く寄せ

られました。 

 

 

 

図 アンケート調査の主な結果  

（出典：令和 3 年度定禅寺通大規模社会実験各種調査結果（仙台市）） 
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2. 定禅寺通再整備方針策定に係る取組み 

 

パブコメ、市民フォーラム等の概要を 
最終版に掲載 



 

 

 



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

仙台市まちづくり政策局定禅寺通活性化室  

〒980-8671 仙台市青葉区国分町三丁目７番１号 

 

電話：022-214-1255  FAX：022-214-8037 

メール：mac001650@city.sendai.jp 
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